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講習会 

「破壊力学の基礎と最新応用」 

（実習付，修了証発行） 

開催日 平成 29年 5月 9日（火），10日（水） 

 

主  催 日本材料学会関西支部 

協  賛 日本機械学会関西支部，日本金属学会関西支部，日

本原子力学会関西支部，日本航空宇宙学会関西支部，

高分子学会関西支部，精密工学会関西支部，日本塑

性加工学会関西支部，土木学会関西支部，地盤工学

会関西支部，溶接学会関西支部，資源・素材学会関

西支部，日本鋳造工学会関西支部，日本建築学会近

畿支部，日本複合材料学会，日本接着学会，プラス

チック成形加工学会，炭素材料学会，日本材料強度

学会，日本材料科学会，日本鉄鋼協会関西支部，日

本非破壊検査協会関西支部，日本セラミックス協会

関西支部，腐食防食学会関西支部，日本コンクリー

ト工学会近畿支部，大阪府溶接技術協会，日本船舶

海洋工学会関西支部，日本高圧力技術協会，強化プ

ラスチック協会，複合材料界面科学研究会，日本ロ

ボット学会（予定） 

主  旨  破壊力学は，構造物の強度計算や余寿命評価のみ

ならず，製造法や品質保証を検討する上できわめて

有用なツールとなることから，橋梁などの大型構造

物から LSI などの電子部品の設計・生産・評価にい

たるまで様々な産業分野に広く普及するように

なっております．本講習会では，各分野の第一線で

ご活躍の方々を講師としてお迎えし，破壊力学の基

礎から最新の技術開発動向にいたるまで，平易かつ

具体的にご講演いただきます．また，講義で学んだ

内容を体得していただくために，破壊じん性試験の

実習および応力拡大係数計算の演習を設けており

ます．企業・研究所の若手技術者・研究者，理工系

の学生の方などはもちろん，すでにこの方面に携

わっておられる方々にも有益な内容となっており

ますので，多数の方々のご参加をお待ちしておりま

す． 

 

日 時 平成 29年 5月 9日（火），10日（水） 

会 場 ㈱島津製作所 三条工場研修センター 

（http://kansai.electrochem.jp/shimadu2009access.pdf） 

京都市中京区西京桑原町 1，Tel:075-823-1111 

・阪急京都線「西院」駅より北へ徒歩 10 分  

・地下鉄東西線「西大路御池」駅 4 番出口より南へ

徒歩 3 分 など 

 

プログラム 

 

【5月 9日（火）】   （8 : 50 集合） 

1. 開会の挨拶  

 （8：55 ～ 9：00） 

   

2. 破壊力学の考え方 

 （9：00～10：50） 

久保司郎（摂南大学 理工学部） 

 破壊力学の基礎となる「き裂の力学」を，破壊力学

に特有のき裂先端近傍で支配的な特異応力場の概

念およびエネルギーバランスに基づいて解説し，き

裂の強度評価に際して必要となる応力拡大係数，J

積分，CTOD，エネルギー解放率などの破壊力学パ

ラメータの意味と役割について説明する． 

3. 破壊じん性とその試験法 

 （11：00～12：10） 

田川哲哉（JFEスチール㈱ スチール研究所） 

 主として，金属材料の破壊じん性の評価法，破壊じ

ん性を構成する要因，破壊じん性値に影響を及ぼす

各種因子の影響などについて解説するとともに，

ASTM，ISO，BS，日本機械学会などの試験規格と

その動向について紹介する． 

4. 疲労き裂進展問題に対する破壊力学の適用 

 （13：00～14：10） 

菅田 淳（広島大学大学院 工学研究科） 

 疲労き裂進展特性とその破壊力学による評価法，な

らびに ASTM 規格を中心とする疲労き裂進展試験

法およびき裂開閉口の計測法などについて説明する． 

5. 環境強度問題に対する破壊力学の適用 

 （14：20～15：30） 

箕島弘二（大阪大学大学院 工学研究科） 

 応力腐食割れ及び腐食疲労き裂進展に対する破壊力

学の適用法について解説するとともに，腐食環境中

で使用される構造部材の余寿命評価についても述べ

る． 

6. 接合・接着問題への破壊力学，特異場パラメータの適用 

 （15：40～16：50） 

服部敏雄（静岡理工科大学 理工学部） 

 ほとんどの機械・機器はその生産性，メンテナンス

性などから多くの締結，結合部を有している．しか

しこれら機械・機器の強度，信頼性のトラブルの多

くはこの締結・結合部で起こることに注意する必要

がある．この原因はそもそもこれら締結・結合部で

の力の流れが複雑で，詳細な強度解析が困難な点に

ある．ここでは，接合・接着部の最大の弱点部位と

なる界面及び端部について破壊力学及び応力特異場

パラメータを適用した強度評価法について概説する． 

 

 

【5月 10日（水）】   （8 : 55 集合） 

7. 破壊じん性測定の実習 

 （A 班： 9：10～11：05， 

 B 班：11：10～12：05，13：10～14：05） 

㈱島津製作所 

 CT 試験片を用いて，金属材料の破壊じん性試験お

よびき裂進展試験の実習を行う． 

8. 応力拡大係数の計算演習 

 （A 班 ：11：20～12：00，B 班：9：05～9：45） 

近藤俊之（大阪大学大学院 工学研究科） 

樋口良太（新日鐵住金㈱ 技術開発本部） 

 各種き裂の応力拡大係数について，ハンドブックな

どを参考に計算演習を行うとともに，計算の際に留

意すべき事項について解説する． 

9. 破壊力学に基づく機器の構造健全性評価 

 （A 班 ：13：00～14：10，B 班：9：45～10：55） 

小川直輝（三菱重工業㈱ 総合研究所） 

 構造物の強度設計，余寿命評価，保守などに破壊力

学がどのように適用されるかを解説するとともに，

原子力機器・配管における考え方，基準をもとに圧

力容器や配管等への適用法を紹介する．また，関連

する最近のトピックスについても論ずる． 

10. 先進複合材料の強度評価に対する破壊力学の適用 

 （14：20～15：30） 

北條正樹（京都大学大学院 工学研究科） 

 異方性材料への破壊力学の適用について解説すると

ともに，先進複合材料の破壊の特徴について説明す

る．破壊じん性と疲労き裂伝ぱの評価法と特性，破

壊機構とその破壊モード依存性について述べる． 

11. 高温強度問題に対する破壊力学の適用 

 （15：40～16：50） 

北村隆行（京都大学大学院 工学研究科） 

 高温クリープ条件下におけるき裂先端近傍の応力

場・ひずみ速度場とそれを規定する破壊力学パラ

メータについて解説するとともに，高温クリープと

高温疲労き裂伝ぱに対する破壊力学の適用法につい

て述べる． 
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定  員 80 名 

参 加 費 （テキスト代を含む） 

 会員： 個人・法人： 35,000 円 

大学・官公庁：17,500 円 

学生：    10,000 円 

非会員： 個人・法人： 55,000 円 

大学・官公庁：35,000 円 

学生：    17,500 円 

※会員は，協賛学協会会員を含みます． 

※講習会終了後、残部があった場合はテキストの販

売をします． 

  価格：7,000 円 会員特価：6,000 円（送料別） 

申込締切日 平成 29 年 4 月 14 日（金）  

申込方法 E-mail（kansai@jsms.jp 宛）または FAX（075-761-5325）

にて，「破壊力学の基礎と最新応用講習会申込」と

し，(1)氏名，(2)年齢，(3)勤務先，(4)職名，(5)

連絡先（住所，電話，FAX，E-mail），(6)お弁当の

希望（注意(4)参照）を明記の上お申込いただき，下

記の口座に参加費をお振込み下さい． 

参加費振込先 

   ●みずほ銀行 出町支店 普通預金口座 1330662 

        口座名義：ｼｬ)ﾆﾎﾝｻﾞｲﾘｮｳｶﾞｯｶｲ 

●ゆうちょ銀行 
・同行から振込の場合  14440-24102261 

・他金融機関から振込の場合 
  【店名】四四八(ﾖﾝﾖﾝﾊﾁ) 普通預金口座 2410226 

        口座名義：ｼｬ)ﾆﾎﾝｻﾞｲﾘｮｳｶﾞｯｶｲ 

注 意 

(1) 参加者には参加証をお送りしますのでご持参下さい． 

(2) 講師その他にやむを得ない事情がおきた場合，プログラ

ムの一部を変更することがありますのであらかじめご了

承ください． 

(3) 参加費の払い戻しはいたしません． 

(4) 会場周辺に食堂が少ないため、お弁当（1,000 円）の斡

旋をします（近くにコンビニはございます）．ご希望の方

は 5 月 9 日，10 日どちらかの日，あるいは両日ともを明

記の上お申し込みください（当日現金と引き換えでお渡

しします）．なお，お弁当をキャンセルされる場合は 2

日前までに末尾の「連絡先」にご連絡願います．また，

昼食は持参されても結構です． 

(5) 平方根や三角関数が計算できる電卓と筆記用具を必ず

ご持参下さい（計算演習で使用します）． 

(6) 不測の事態に備えて団体傷害保険に加入いたしますが，

各自安全には十分ご注意下さい．万一事故が生じた場合，

責任は負いませんので，実習測定の際は十分注意して作

業して下さい． 

そ の 他 

(1) 本 講 習 会 の 受 講 者 に 限 り 「 STRESS INTENSITY 

FACTORS HANDBOOK（K 値ハンドブック）」を以下の

価格で販売いたします．購入を希望される方は，参加申

込書に「K 値ハンドブック購入希望」と明記してお申し

込み下さい． 

  ＜Vol. 1＆2: DVD版(K値ハンドブック電子版)＞ 

会 員価格：27,000 円 

会員外価格：32,400 円 

（送料：360 円） 

  ＜Vol. 3,4,5: ハードカバー3冊セット＞ 

               （定価 100,000 円） 

会 員特別価格：81,000 円 

会員外特別価格：90,000 円 

（送料無料） 

(2) 本講習会に 2 日間通して参加された受講者に修了証を

発行します．学生の方は就職活動，すでにお勤めの方は

キャリアアップ等にお役立て下さい． 

連 絡 先 

   〒606-8301 京都市左京区吉田泉殿町 1-101 

日本材料学会関西支部 

TEL: 075-761-5324  FAX: 075-761-5325 

E-mail: kansai@jsms.jp  

        

※参加申込みの際にお届けいただいた個人情報は，参加証等の

送付，諸連絡，行事案内等の日本材料学会の事業運営のみに使

用させていただきます． 
 


